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高等裁判所事務局総務課長

地方裁判所事務局総務課長

家庭裁判所事務局総務課長

殿
殿
殿

最高裁判所事務総局情報政策課課長補佐浅香大八郎．

裁判統計データベースシステムの改修に伴う新SSDBSク

ライアントプログラムの導入作業等について（事務連絡）

平成22年3月3日付け当課参事官事務連絡「裁判統計データベースシステムの

改修等について」のとおり，裁判統計データベースシステム（以下「SSDBS」

という｡）について，サーバ機の更新及びデータベースソフトのバージョンアップ

等に伴う改修を行いました。

′ついては,新SSDBSクライアントプログラム（以下｢新プログラム」という｡）

の導入スケジュール（別紙第1）に基づき，対象端末の選定（別紙第2），作業（別

紙第3）及び報告（別紙第4）の各手順により，新プログラムの導入を行っていた

だくようお願いします。 ．



(別紙第1）

導入スケジュール

1 作業に必要なもの

(1) SSDBS (Ver. 4. 0. 0)インストール用ファイル及びインストー

ルマニュアル（以下「ファイル群①」 という。）

(2) SSDBS (Ver . 4'. 0. 0)インストール用CD-ROM(以下「C

D①」という。）

(3)m■■■■■■■■■■インストール用CD-ROM(以下「CD②」という｡）

(4)■■■■■■■■ﾛ■■アンインストール，

種インストール用CD-ROM(以下

2配布スケジュール

■■■■■■■■■■■
｢CD③」 という。）

3月15日ころ CD②及びCD③配布

3月23日から 統計システムダウンロードページにファイル群①掲載

3月31日ころ CD①配布

3作業スケジュール

（1） 3月26日 （金）の新プログラム稼働日から直ちにSSDBSを利用する必

要のある端末

ア 3月23日まで 端末選定（別紙第2参照）

イ 3月23日から インストール作業（別紙第3の1参照）

3月26日まで

ウ 3月26日 新プログラム利用開始

（2） (1)以外のインストール対象端末

ア 3月31日から 端末選定（別紙第2参照）及びインストール作業（別

4月30日まで 紙第3の2参照）

イァの作業後 新プログラム利用開始

4報告スケジュール 5月10日まで（別紙第4参照）



（別紙第2）

新プログラムインストール対象端末の選定

1 端末の要件

(1) OSが,Microsoft Windows XP Profess io

nalであること。

（2）裁判所のLANに接続していること。

（3）バージヨンが｢1■■■｣以外の■■■■■■クライアントがインストールさ

れていないこと。ただし，新プログラムの導入に伴い，他のバージョンの■■

■■■クライアントをアンインストールする端末はこの限りではない。

(4) C及びDドライブの空き領域が，それぞれ1GB以上であること。

2対象端末の選定

3月3日付け当課参事官事務連絡「裁判統計データベースシステムの改修等に

ついて」の別表第1の新SSDBS利用端末数一覧（以下「利用端末数一覧」 と

いう。）にしたがい，各庁は，新台数として割り当てられた数の範囲内で，新プ

ログラムインストール対象端末を選定する。

なお，選定にあたっては，現プログラムを利用している部署か否かに関わりな

く，事件部や管内の裁判所における必要性も考慮の上，業務上裁判統計データの

取得を必要とするポストの職員の端末を選定すること。

また， 3月26日 （金）の新プログラム稼働日から直ちにSSDBSを利用す

る必要のある端末を3月23日 （火）までに選定し， 3月26日 （金）までにイ

ンストール作業を行うこと。それ以外の端末は4月30日 （金）までに選定し，

同日までにインストール作業を行うこと。

3対象端末の管理

各庁において，利用端末数一覧の新台数欄記載の台数を超えないよう，インス

トール対象端末を管理する。なお，新台数を超えて新プログラムをインストール

することは， ライセンス上の問題があるので行わないこと。



(別紙第3）

作業手順

1 3月26日 （金）の新プログラム稼働日から直ちにS.SDBSを利用する必要

のある端末

（1）作業に必要な物

ファイル群①, CD②及びCD@

（2）作業方法

ア 3月23日 （火）以降，対象端末において，統計システムダウンロードペ

－ジ

⑪から， ファイル群①(SSDBS (Ver. 4. 0. 0)インストール

用ファイル（番号4001～4005, ファイル名SSDBSインストール

用ファイル（1／5）～SSDBSインストール用ファイル(5/5)),

SSDBS (Ver、 4. 0. 0)インストールマニュアル（番号4006

～4010， ファイル名SSDBS (Ver、 4. 0. 0)インストールマ

ニュアル（1／5）～SSDBS (Ver、 4. 0. 0)インストールマニ

ュアル（5／5)）をダウンロードする。

イアのファイル群①, CD②及びCD③を用意する。

ウ別紙第5又は第6の｢導入作業の流れ｣及び「SSDBS(Ver. 4. 0.

0）インストールマニュアルjにしたがい，インストールする。

2 1以外のインストール対象端末

（1） インストールに必要な物

CDO, CD②及びCDO ･

（2） 作業方法

7CDO, CD②及びCD③を用意する。

イ別紙第5又は第6の｢導入作業の流れ｣及び「SSDBS(Ver. 4. 0.

0）インストールマニュアル」にしたがい，インストールする。



0

※作業に際し不明な点がある場合は， 当課統計システム係（メールアドレス:■

■■■■■■-,内線■■■■･■■■■)までお問い合わせください。■■■■■■■

、



(別紙第4）

新プログラムインストール対象端末の報告

1 新プログラムインストール対象端末の選定後，本庁総務課の取りまとめ担当職

員は, ｢MAC情報取得.bat」ファイルを対象端末の使用者にメールで送付

する。

対象端末の使用者は，別添第1の手順によりCSVファイルを作成し， これを

本庁総務課の取りまとめ担当職員にメールで送付する。

本庁総務課の取りまとめ担当職員は別添第1の手順により別添第2のSSD

BS利用端末一覧を「SSDBS.利用端末一覧.xl s」ファイルを用いて作成

し，同ファイルを5月10日 （月）までに，当課統計システム係にメール（メー

2

3

ルアドレス で送信する。



(別紙第5）

序で千

導入作業の流れ
一

ーｰ

、〃ラトー 一

－

□（1）新プログラムｲﾝｽﾄｰﾙ対象端末の通定(必須）
〔別紙第2〕
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□《現プログラムの定型条件を新プﾛゲﾗﾑに

定型条件移行
[SSDBS(Ver.4.0.0)インストールﾏﾆｭｱﾙ5章〕
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《新プログラム稼働開始》 ＝＝＝一＝＝＝＝＝＝

3／26以降

5/10まで

※別添第3 SSDBS導入Q&Aもご覧下さい。

何もせずに(4)へ



(別紙第6）

必ず,この順序で行ってください

導入作業の流れ

－

ー●■－

□（1）新プログラムインストール対象端末の選定(必須）
〔別紙第2〕

●

□（2）新ブﾛダﾗﾑインストール(必須）
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直ちには利用しなくても良い鯛末》
f回ﾉn．舷l駐ゴ､"宝健一、．、 ．

ダウンロードファイルによる SSDBS(Ver.4.O.0)インストール用CD-

ROMによる新プログラムインストール

[SSDBS(Ver.4.0.O)インストールマニュアル4章-2)

窪 ﾉレ

※ インストールが必圏

な場合(CD③）
ー■哩一
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●
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定型条件移行作業
(SSDBS(Ver.4.0.のｲﾝｽﾄｰﾙマニュアル5章〕
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《新プログラム稼働開始》 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

3／26以降

E
一一一一一一

□（6）対象端末の報

〔別紙第4,別添第

5/10まで

※別添第3 SSDBS導入Q&Aもご覧下さい

何もせずに(4)へ

告(必須）

1MAC情報取得手順,別添第2SSDBS利用端末一覧〕



(別添第1）

Ⅲc情報取得手順

◎用意するもの

． 「MAC情報取得.bat」ファイル（新プログラム利用対象端末の使用者）
･ ｢SSDBS利用端末一覧xls」ファイル（取りまとめ担当者）

第1新プログラム利用者の作業

1 取りまとめ担当者からメールで送付された「MAC情報取得.bat」ファイルを，新プロ
グラム利用対象端末のデスクトップに保存し， これをダブルクリックして実行する。

瘤
1噸C信報取
得.bat

一一ー一.函一一 一一一 一二一

葎翻AC愉報取摺

－一＝･ 二 ｰ宝一

合a＝ 一一一一

I

訓’
■
・
Ｂ
Ｆ
ｌ
Ｆ
Ｉ
ｒ
■
ｂ
Ｏ
凶
■
■
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
Ｌ
入力モードを全角モードに切り替えてください。

「Alt」キーを押しながら「半角佳角」キーを短く1回押すことで入力モー
ドの切替えができます。

1

０
日
Ⅱ
■
ｆ
Ｂ
Ｘ
Ｉ
Ｏ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
０
０
０
凸
０
■
ｂ
阜
日
■
■
回

全角モードに切り替わると，このウィンドウの右下に畦あ連ﾛｰ?」と表示
されます。全角文字は「Ehtedキーを押して確定させた後，更に「酎ed
キーを押すことで入力できます。

’
以降の入力は全て全角モードで行います。全角モードに切り替わったら続
行してください。

続行する ‐---------‐ 1
中止する -...･.････----････- O

数字に続いて「EnterJ.キーを押してください｡ >

■

１

．

■

ご

■

１

０
０
凸
ｇ
１
ｉ
Ｌ
■
ｒ
■
句 _工I

キーボードの「A1t」キーを押しながら， 「半角/全角」キーを1回だけ短く押し，
ンドウ右下に「全あ連ローマ」と表示させせる。

2 ウ

インドウ右下に

3 「1」 と入力し，キーボードの「Enterjキーを押して入力文字を確定させる。

さらに「Enter」キーを押して次の画面に進む。

⑥数字に続いて「Enterjキーを押してください。

- 1 -



4本庁名等を入力し，キーボードの「Enter」キーを押す。

三
回
一
■

－

納八C諮報取摺
今 ＝－ ■■ﾛ■ 一色＝一一一一

’一 一一一 ,一一=－

ﾖI本庁室等を入力してください。

例： 「○○高勃，
「○○地説，
「○○家裁」 ，
「○○研修所」
「最高裁」 などと入力

羽
Ⅱ
ｑ
Ｉ
ａ
■
■
■
０
１
１
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

０
口
６
ｌ
ｂ
・
日
日
Ⅱ
９
４
９
・
■
■
甲
■
■
守
令
４
■
■
日
日
Ｏ
Ｂ
Ⅱ
０
ｈ
Ｆ
Ｕ
■
■
９

中止する -･-･---･-･-･･-････- O

文字または「O」に続いて「Entela」キーを押してください。

U

I

I

全あ連ﾛｰﾏ型I

5所属等を入力し，キーボードの「Enter」キーを押す。

一一五■一一
一二一一一一ー

蘆MIAC循報取縛

牛 口 中 コー■ ■一 守 句 ■ ー甲 ■＝ ■ やむ 一一一一一

匪画’
‐口 寺雨 己 ロ ロ巳 ＝冬 一 一一申 ■ ー ＝ー

Ｉ

Ｆ

■

Ｈ

Ｔ

Ｂ

■

Ｐ

Ｌ

１
１
１
１ う所属等を入力してください。
’

｢○○謝，
｢△△訟廷」 ，
｢第○民事部」 ，
｢○○支部」 ，
｢○○簡裁」 ，
｢□口局」 などと入力

例：

‘1

Ⅱ

I

１
１

本庁名等の入力に戻る ･-･-=･･･--･---･-･･ 9
中止する --･･-･･------- O

文字または数字に続いて「Entedキーを押してくださ↓ ｜

全あ連ﾛｰﾏﾆjl

－2－



6氏名を入力（姓ど名の間に空白は入れない）し，キーボードの「Enter」キーを押す。
一Fマ ーー＝』 幸一一一一一二 一一一一 一

△

氏名を入力してください。
姓と名の間に空白を入れないでください。

例：○
×

｢統計太則
｢統計太郎」

1

0

１
１

◆

本庁名等の入力に戻る
所属等の入力に戻る
中止する

文字または数字に続いて

８
９
０

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

｜
■

｢Entedキーを押してください

全あ連ローマキ’
－

7報告の事由を選択し，対応する番号に続いてキーボードの「Ente刺キーを押す。

~－－－~‐ －－，－－－－＝－－－－－－~~一一一一=＝=‐両面罰"MAC稿報取得|’ 一三二工圏国圃’＝－－－ 宕一一 一一一一

’
報告の事由を選択してください。

縦
鞭
湘
諏

ｆ
２
ａ
４

､変
更

､矛
晩

１
２
８
４

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

中止
・その他

例9 1.新規
2.変更
3.利用
4.その

,変更
,利用

新規にインストールする場合
１
１
１
０

中止
,その他

更新や修理に伴い，別の機体にインストールする場合
利用を中止し肖騰する場合
1から3以外

ｄ
ｌ
■
１
０
０
日
■
日
、
Ｉ
４
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
４
１
Ｉ
ｌ

本庁名等の入力に戻る
所属等の入力に戻る
氏名の入力に戻る
中止する

７
８
９
０

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
再
一

一
一
戸
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

数字に続いて「EnteIJキーを押してください。

’ 1

全あ連ローマニI

－3－

'1訴細AC轆霧取得 ■■■■■■■■■■■■~－~…『記1頁－－－－



8庁名，所属氏名，報告の事由に間違いがなければ「1」と入力し，キーボードの
「Enter」キーを押す。

-- ≦ 〆一一､-----一二 - .--－
一一一一一一・-－－'一二－．－ ニーーーー

g|MAC栽藷取得
一一一一一一一一 一一
一

庁 名 「○○地裁」
所 属 「○○謝
氏 名職計太則

１
１
．
０
０
■
■
・
■
■
ロ
６
６
４
６
９
句
７
町
９
隅
０
胴
ｌ
０
Ｉ
Ｈ
酬

’

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ名
MACアドレス
報告の事由

■
■
■
ｇ
今
０
８
Ⅱ
Ｐ
ロ
Ⅱ
■

I

｢新規」

上の繕睦言翻した「○○地裁○○課統計
デスクトップ上に作成します。

.CSⅦﾌｧｲﾙを

作成されたファイルは，本庁や事務総局各局課の取りまとめ担当者へ，
メールで送付してください。

ファイルを作成してよろしいですか？

はい

本庁名等の入力に戻る
所属等の入力に戻る
氏名の入力に戻る
報告事由の選択に戻る
中止する

１
６
７
８
ｇ
ｏ

数字に続いて「Entedキーを押してください。

全あ連ﾛｰﾏ。

9デスクトップに「(庁名十所属十氏名十コンピュータ名).csvjファイルが作成される
ので，当該ファイルを取りまとめ担当者にメールで送る。

｜ －可

繋鰐義
計太郎
i・CSV

一包茎一争一一一

10取りまとめ担当者は，各職員から送られたCSVファイルをエクセルで開き，文字が
入力されているセル(B1からF1のセル）を選択し，右クリックし， コピーをクリック
する。

》
｜

垂

一

一
一
一

唖
一
部
＠
｜燕

雲△△

識

澱地○○
｜蝿

Ｉｅｃ睡州
一
恥
一

諏
一
璽

墾

》
一

－
１
志
一
麺

H Ｉ
一
一

到
国
馴
国
竺
別

二二士ニ
ーーーートー
－－－ －－ －.】 . _ _.

陸三三1
IE式侭I叛してH切耐ﾅ⑤－

H

g コピーし鍼Zﾉ叩禰入⑤‐

－4－



1 1 ｢SSDBS利用端末一覧.xlsjを起動し， コンピュータ名のセル上

で右クリックし， 「形式を選択して貼り付け」をクリックし， 「値」 鰯
１
１

を選択して「0K」をクリックする｡」 i …別扇
ssbgE
m--■

＝目
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２
’
３ 【利用枠の数】 |0O

4 1 【枠の流用】 |+OO
5 1 1

利用枠番号
、‐13

庁名
‘ 8

雫
工
号
一
鵲

1

調 一
一
一
一
一
一

雲ｺｰ｡
酔粗

Q何
四
列 I

形式を返択し頑砧ﾛ対け ｜図l園

12次のように貼り付けられる。他の各職員から送られたCSVファイルも同様に，

「SSDBS利用端末一覧.xlsjに貼り付ける。

1 1 。 ！

MACアドレス

(PhysicalAddress)
コンピュータ名 庁名 所属 事由

4■■ O0地裁△△支部 lOOg E a l新規
rー

｢SSDBS利用端末一覧.xls」を最高裁情報政策課統計シ13取りまとめが完了したら, ｢SSDE

ステム係にメール（メールアドレス三一）で送信する。
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(別添第2）

SSDBS利用端末一覧(新規･変更･利用中止の際に提出）

○○

+OO(○○○裁から借用○○）
【利用枠の数】
【枠の流用】 提出日平成22年○○月○○日

庁名○○地方裁判所

利用枠番号 コンピュータ名 庁名 所属
MACアドレス

(PhvsicalAddregg) 事由 ①

6 備考
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13
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(別添第2）

一
一
一
’

一
一
一
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一
一
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利用枠番号 コンピュータ名 庁名 所属
鵬Cアドレス

(PhvsicalAddress) 事由 備考
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(別添第3）

開翻

基本的な操作手順は現プログラムとは大きく変わりませんが，作業ウィンド

ウのサイズを大きくし，配色，表示項目の配置，枠の大きさなどを見直しまし

た。

1J 形

左から右へ流れていくイメージにし，集計・検索がどこまで進んでいるかが

直感的に分かるよう，パンくずリストや作業フロー表示を追加しました。

Q3表や項目が多く探しづらかったのですが， どのように変わりましたか？

①現行の表と廃止表の違いが分かりにくく，必要な表が探しづらい，②選択

した年月では調査対象ではない項目にも関わらず常に表示されるため，必要な

項目が探しづらいといった点を改善しました。具体的には，チェックボックス

にチェックを入れることで，廃止表や調査対象ではない項目を非表示にするこ

とができ，見やすく,かつ探しやすくなりました。

Q_4他に見直した点はありますか？

現プログラムでは，集計処理を実行した後でなければ， どのような表になる

かが分からない仕様でしたが，新プログラムでは, ･集計前に集計結果がイメー

ジできるよう，集計結果イメージ画面を用意しました。

また，表記も見直しました。具体的には，現プログラムの「月報検索」を新

プログラムでは「月報集計」に（機能的に同じである「事件票集計」と合わせ

た)， 「個票」を「事件票」に変更しました。

』



3月23日以降インストールを行い， 3月26日から使うことができます。

なお，現プログラムは3月26日以降使えませんのでご注意ください。

インストールすることができる端末数は，各管内ごとにその数が決められて

いますので，その範囲内で選定してください。なお，範囲を超えてインストー

ルすると，ライセンス上の問題がありますので,行わないようご注意ください。

選定にあたっては，現プログラムを利用している部署か否かに関わりなく，

事件部や管内の裁判所における必要性を考慮して，業務上裁判統計データの取

得を必要とするポストの端末を選定してください。

Q8新プログラムをインストールした端末で 他の職員が新プログラムを利用す

新プログラムをインストールした端末において，他の職員は新プログラムに

自分のユーザIDとパスワードでログインし，利用することができます。

3月26日からすぐに新プログラムを利用する端末は， 3月23日までに選

定してください。それ以外の端末は， 4月30日までに選定してください。

Q10端末を選定しましたが 報告は必要ですか？

選定後，本庁総務課において, SSDBS利用端末一覧を作成し, .5月10日ま

でに情報政策課統計システム係までメールでご報告ください。なお, SSDBS利

穴



用端末一覧は，各庁における管内の台数管理や変更時の届出に利用していただ
きます。

Q11新プログラムのインストールで注意することは何ですか？

現プログラムの利用端末かどうか,すぐ、に使う必要があるかどうかといった

事情により作業時期や手順が違います。また，一部の端末において，■■■■■
■■■■■■をインストールする作業が生じる場合があります。

インストールマニュアルどおり行わないと， うまくインストール等ができま

せんのでご注意ください。

※ とは,プﾛグﾗﾑの実行環境であり,平成18年度調

達以降の端末には最初から組み込まれています。

Q12現プログラムを利用している端末に新プログラムをインストールする上での

注意点を教えてください

現プログラムを利用している端末に新プログラムをインストールする場合

は，現プログラムや■ 1をアンインストールする作業が生じます。

Q13 3月26日からすぐに新プログラムを利用したいのですが

3月15日ころに到着する2種類

D@),■－ ミアンインストール，

2種類のCD (■■■ Iインストール用CD-ROM (C

一イ ンストール用CD-RO

M (CD@) と, 3月23日から統計システムダウンロードページでダウンロー

ドできる, SSDBS(Ver.4.0.0)インストール用ファイル及びSSDBS(Ver.4.0.0)

インストールマニュアル（ファイル群①）を用意し， 3月23日からSSDBS(V

er.4.0.0)インストールマニュアルを利用してインストール等をしてくださ

い。



Q14 CD-ROMだけでインスト臣ルできませんか？

すぐに新プログラムを利用しないのであれば， 3月15日ころに到着する2

種類のCDーインストール用CD-ROM(CD@),■■■■■アンインスト
ール,■■■■■■■■■■■■インストール用CD~ROM(CDO)) と, 3月31日こ

ろ到着するSSDBS(Ver.4.0.0)インストール用CD-ROM(CDO)を用意し, CD①に

入っているSSDBS(Ver.4.0.0)インストールマニュアルを参照してインストール

等ができます。

現プログラムには，集計・検索した条件を保存し，以降，保存した条件を呼

び出して利用できる,定型条件という機能があります。そのため，現プログラ

ムで作った定型条件を新プログラムでも使いたい職員は，定型条件の移行を行

う必要があります。その場合，新プログラムインストール時の作業として，定

型条件変換ツールを利用した移行作業が加わります。

416初期設ヌ

ログイン時のユーザIDについては，常に自分のIDを表示させたい場合や, Q

3の廃止表や調査対象でない項目を常に非表示にしたい場合など， これを初

期値として設定しておくことができます。 SSDBSインストール後，各自にあっ

た設定を行い，ご利用ください。

、

●


